
滞在施設運営、きょうだい児保育
体制変更を機に組織診断

　横浜市に拠点を置く「スマイルオブキッ
ズ」は、病気や障がいのある子どもたち
とその家族を支援している団体だ。事務
局スタッフの谷畑育子さんによれば、設
立は 2003 年。「６歳の時に脳腫瘍と診
断され、神奈川県立こども医療センター
で闘病の末に息を引き取った女の子の父
親が、周囲の人たちに支えられた経験か
ら『今度は自分が誰かの力になろう』と
立ち上げたのが始まりです」
 「スマイルオブキッズ」の主な事業は、「神
奈川県立こども医療センターに国内外か
ら治療を受けに来るお子さんと家族のた

めの滞在施設『リラの
いえ』の運営、きょう
だい児預かり保育、家族に交流の場を
提供する重症心身障がい児のためのコン
サートなどです」と理事長の松尾忠雄さ
んは話す。
 「リラのいえ」はこども医療センターから
徒歩 5 分、１泊 1500 円で滞在できる。「人
生経験豊かなボランティア約 70 人が、夜
8 時から朝 9 時までの当直も含めた 5 交
代制で予約の対応、入退室の案内、清
掃、庭の手入れなどを行っています。孤
独に陥りがちなご家族を『いってらっしゃ
い』『おかえりなさい』と温かく送り出し
て迎える、“第二の我が家” をコンセプト
にしています」

　また、病室に入れない兄弟姉妹のため
の「きょうだい児保育」には 10 人の保育
士が交代でかかわっている。
　17 年には、新事業として「横浜こども
ホスピス」を設立するために別法人を立
ち上げた。創設以来の理事長が新法人
へ移り、後任の理事長に松尾さんが就任
した。その際、支援者からの寄付が新
法人へと集中したことから、谷畑さんらは
財政面に危機感を抱いたという。
 「支援者の高齢化もあり、このまま行け
ば収入が先細りになる不安もありました。
組織のコミュニケーションや情報開示の
不足にも課題を感じていたので、この機

会に、第三者であるコンサルタントの視点
を採り入れた Panasonic NPO サポート 
ファンドの組織基盤強化を受けることにし
ました」
　助成 1 年目の18 年はスタッフ16人への
ヒアリングを行い、組織診断の結果、取
り組むべき７つの課題が明らかになった。

「今まで活動に関する資料や顔を合わせ
る機会も少なかったから情報共有が困難
だったのではないかなど、それぞれの課
題の原因まで明らかにしてもらったことで
納得がいきました」
 
ワークショップで理念を共有
発信力強化に向け ICT 化を推進

 「スマイルオブキッズ」には、設立当初か
ら「愛する子どもたちのために」という理
念が自然発生的に存在していたと松尾さ
んは言う。「家族を支えることが子どもた
ちの笑顔につながる」という活動の原点
にもう一度立ち返るために、理念が組織
のそれぞれの事業にどうつながっている
のかを可視化した資料を作成。さらに、
事務局とボランティアの業務内容を整理し
て役割を明確にし、これまでボランティア
任せだった仕事を引き継ぐために、事務
局スタッフを一人増員することにした。
 「作成資料をもとに、理念を共有するた
めの計 3 回のワークショップを開催し、
理事、事務局、ボランティア、保育士など、
のべ 63 人が参加しました。ボランティア
さんの中には理事が何をしているのかまっ
たく知らない方もいて、いい交流の機会
になりました」
　さらに、「自分がなぜ活動にかかわって
いるか、お互いの気持ちを話し合いまし
た。初めて顔を合わせる人も少なくなかっ
たのですが、人となりを知ることで事業
を超えて親近感が湧いて、とてもいい雰
囲気になり、好評でした」と谷畑さんは
振り返る。
　そこで助成 2 年目は、日常のことを話
し合う「ボランティア会議」を開催。これ
を「リラの会」と名づけ、以降も定期的
に開催していくことになった。
　1・2 年目の終わりには、組織の状態を

測定する「コミュニティキャ
ピタル診断」を実施した。「2
年目はすべての因子で得点
が向上しましたが、役割分
担をして業務が明確になっ
たことで、自身が役に立っ
ていると感じられる “自己有
用感” が特にボランティアさ
んの間で上がりました」
　さらに、外部への発信を強化すべく、
ホームページ上で法人紹介動画を公開し
たり、デザインを学ぶ学生さんの協力を
得て、法人パンフレットを作成。またサ
ポーターへのメルマガ配信や SNS による
発信も始めた。「郵便振替だけだった寄
付を、クレジット決済も可能にし、マン
スリーサポーター制度を新設したところ、
約 30 人の方がサポーターになってくれま
した。いずれは、クラウドファンディング
にも挑戦したいと思っています」
 
中長期方針を絵本の形で表現
コロナ禍でも寄付が増え絆も深まる

　助成 3 年目は、「中長期方針」の策定
に取り組んだ。「利用者や支援者、スタッ
フから印象的なエピソードを集め、そこ
から物語を導き出すワークショップを開き
ました。出てきたキーワードを『スマイル
オブキッズの約束』としてまとめ、それぞ
れの約束とリンクした 5 つの物語をつくり
ました」
　たとえば「そばにいる約束」のページ
では、いろいろな人の気持ちに寄り添い、
カラフルな傘を売る傘屋さんの物語が登
場する。「最終的には絵本の形にして、7
月に会報誌と共に支援者に送り、スライ

ドショーかアニメーションの形にして団体
のホームページでも公開する予定です」
　絵本には「今までの経験をもとに、で
きることを増やしていきたい」、そのため
にも「他の団体とのつながりを求めていき
たい」というメッセージも込められていて、

「団体の目指す方向性を多くの人に知って
もらうことで、活動が広がるきっかけにな
ればうれしい」と谷畑さんは期待を寄せ
る。
　コロナ禍による活動への影響は決して
小さくはなかった。特に、1 回目の緊急事
態宣言が出された昨年 4 月から 5 月にか
けては大変だったと、松尾さんは当時を
振り返る。
 「先延ばしできる治療はすべて延期され
たため、『リラのいえ』の利用者が激減し、
ボランティアさんには 30 日以上活動を休
んでもらい、団体スタッフだけでシフトを
回しました。きょうだい児保育も 2 ヵ月弱
お休みし、自主事業収入は減りましたが、
寄付は年間で 200 万円も増えました。再
開後も、モチベーションが下がって辞めて
しまう人は一人もいなくて、かえって積極
性が増し、絆が強まりました。組織基盤
強化のための 3 年間の取り組みがあった
からこそ、この危機を乗り切れたのだと
思っています」

病気や障がいのある子どもたちとその家族を支援してきた
「スマイルオブキッズ」は、設立 15 年目を迎え、事業拡大や
体制変更を実施。組織内のコミュニケーションのあり方を
見直し、新体制を構築したことで今後の可能性が広がり
始めた。その 3 年間の取り組みを聞いた。

病気や障がいのある子どもとその家族をサポート
組織診断で理念を再確認し、外部への情報発信も強化

認定 NPO 法人 スマイルオブキッズ

認定 NPO 法人スマイルオブキッズ
2003 年発足。「愛する子どもたちのために」という
理念のもと、病気や障がいのあるお子さんと家族の
立場に立ち、 神奈川県立こども医療センターを受診
する家族の滞在施設「リラのいえ」の運営、きょう
だい児預かり保育、家族同士が交流できる場づくり
などの支援活動を行っている。
https://smileofkids.jp/

（『ビッグイシュー日本版』405 号に掲載）

団体のメッセージを物語化し、絵本として配布予定

認定NPO法人スマイルオブ
キッズ

保育士がきょうだい児を
預かる保育室

病院から徒歩 5 分の「リラのいえ」。利用者家族を招いて季節のイベントなども開催
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社会課題の解決に取り組む市民活動が持続
的に発展していくためには、NPO/NGO の組
織基盤強化が必要との考えのもと、2001年
に Panasonic NPO サポートファンドを創設。
NPO/NGO の事業活動への助成ではなく、
組織基盤強化への助成にしぼった珍しい助成
プログラムである。

「環境・こども・アフリカ」分野への助成プロ
グラムを2018 年度からはプログラム名を現プ
ログラム名称に、助成テーマも刷新し、パナ
ソニックグループ企業市民活動の重点テーマ
である「サステナブルな共生社会」の実現に
向けた「貧困の解消」に取り組む NPO/NGO
の組織基盤強化に助成している。	

https://holdings.panasonic/jp/npo_
summary.html
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